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実際に予定しているお子さんの人数 

全体では「2人」が 57.85％と過半数を占めている（図表 2-4-7）。全体平均は 2.02人で、希望する人数
を 0.40人下回る。また、結婚し子育てをしている世帯のみを対象とする調査ながら、予定する子どもの
人数は人口置換水準（長期的に人口増減が均衡する出生水準）である 2.07人を下回っている。これは仮
に市内の有配偶率が 100％近くまで上昇し、全員が予定通りの人数の子どもを産み育てても、現状では人
口の自然減少は止めることはできないということを意味している。 
また、上述した「希望人数」と比べて「予定人数」の方が、世帯年収が回答に与える影響は大きく、「希

望人数」との乖離は小さい。 

【図表 2-4-7 予定する子どもの人数】 
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予定しているお子さんの人数が少ない理由（複数回答 3 つまで）（希望人数＞予定人数となっている世帯のみ
回答） 

全体では「経済的な負担が増えるから」が 60.55％で最も多く、「高年齢で産むのは不安だから」が最
多だった 40代以上を除いて、全ての属性において最多の回答となっている（図表 2-4-8）。 
回答者の年代別では、40代以上では上記の傾向がみられるほか、20代以下では「社会情勢への不安が
あるから」の回答が多い。子どもの人数別では、既に 2人以上育てている世帯で「住まいが狭いから」と
いう回答が子ども 1人の世帯に比べて多い。 

【図表 2-4-8 予定する子どもの人数が少ない理由】 
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2-4-3-4 仕事と子育ての両立について 

仕事と子育ての両立について、調和がとれているか 

全体では「そう思う」「まあそう思う」が合計 42.22％、「全くそう思わない」「あまりそう思わない」
が合計 40.41％となり、拮抗している（図表 2-4-9）。 
子どもの年齢別では、年齢が上がるほど「そう思う」「まあそう思う」が占める割合が比較的高い傾向

にある。また、世帯年収についても、高い層の方がわずかではあるが「そう思う」「まあそう思う」の割
合が比較的高い傾向がみられる。 

【図表 2-4-9 仕事と子育ての調和】 
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どうしたら「仕事」と「子育て」の調和がよりとれるようになると思うか 

全体では「突発的な休暇や早退がとりやすい」が 71.16％で最も多く、「経済負担が軽減される」が
60.45％で続いた。「職場の上司や同僚の理解が高まる」「労働時間（残業含む）が短縮される」も過半数
の回答を得ている（図表 2-4-10）。 
世帯年収別では、年収 200万円未満、300～399万円の層で「経済負担が軽減される」の回答率が高く、
世帯年収 1000 万円以上の層では「労働時間（残業含む）が短縮される」「子育て支援サービスが利用し
やすくなる」の回答率が有意に高い。 
子どもの人数別では、「子育て支援サービスが利用しやすくなる」の回答率が子ども 1人の世帯で有意

に高く、3 人以上の世帯では有意に低い。これらより、子育てに十分な時間がとれないこと（年収 1000
万円以上の世帯）や子育てに不慣れであること（子供 1 人の世帯）が子育て支援サービス拡充の需要に
繋がっていると考えられる。 

【図表 2-4-10 仕事と子育ての調和に必要なこと】 
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2-4-3-5 札幌市の子育て環境について 

札幌市が、子どもを生み育てやすい環境にあると思うか 

全体では「そう思う」「まあそう思う」が合計 40.43％、「全くそう思わない」「あまりそう思わない」
が合計 48.61％となり、否定的な回答がやや多くなっている（図表 2-4-11）。回答者の年代別では、若年
層の方が否定的な回答の割合が比較的高い。 

【図表 2-4-11 札幌市の子育て環境】 
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札幌市が子どもを生み育てやすい環境にあると思う理由（札幌市が子どもを生み育てやすい環境にあるかにつ
いて、「そう思う」「まあそう思う」と回答した世帯のみ） 

全体では「子どもの医療負担が軽減」が 52.83％で最も多く、「子連れでも出かけやすい場所がある」
が 47.66％で続く（図表 2-4-12）。医療負担軽減については回答者年代が 40 代以上の世帯で回答率が有
意に高い。 
子どもの人数別では、2人以上の世帯では「保育所や幼稚園の費用が軽減」の回答率が子ども 1人の世
帯と比較して 20ポイント前後高い。 

【図表 2-4-12 札幌が子育てしやすい理由】 
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札幌市が子どもを生み育てやすい環境にあると思わない理由（札幌市が子どもを生み育てやすい環境にあるか
について、「全くそう思わない」「あまりそう思わない」と回答した世帯のみ） 

全体では「冬も子どもが遊べる場所が少ない」が 52.00％で最も多く、「子育て支援サービスが不足」
が 49.33％で続く（図表 2-4-13）。 
子どもの人数別では、子ども 1 人の世帯では「保育所や幼稚園の費用負担が大きい」の回答率が有意
に高く、子ども 3人以上の世帯では「子どもの医療費負担が大きい」の回答率が有意に高くなっており、
両者が対照的な回答傾向となっている。 
子どもの年齢別では、0歳や 1歳の子どもを育てている世帯で「保育所や幼稚園の費用負担が大きい」
の回答率が過半数を上回っている。 

【図表 2-4-13 札幌が子育てしにくい理由】 
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今後充実してほしい子育て支援策 

全体では「手当や給付金など金銭面での支援」が 68.25％で最も多く、「子連れでも出かけやすく楽し
める場所の整備」が 65.36％、「保育所や幼稚園にかかる費用負担の軽減」が 59.64％で続き、過半数の回
答を得た（図表 2-4-14）。 
回答者の年代別では、20代以下の世帯で「手当や給付金など金銭面での支援」の回答率が有意に高く、

40代以上の世帯で有意に低い。 
子どもの人数別では、子ども 1人の世帯では「子育て支援や子育て方法の積極的な情報提供」「保育園

や幼稚園にかかる費用負担の軽減」の回答率が有意に高い。 
世帯年収別では、「公営住宅での優先入居や広い部屋の割り当て」「就労を希望する子育て世帯への就

業支援」「手当や給付金など金銭面での支援」で年収 499 万円以下の 4 層の回答率が高い傾向がみられ
る。 

【図表 2-4-14 今後求める子育て支援】 
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2-4-4 北海道アンケートの分析 

2-4-4-1 現在の暮らしについて 

生活環境などの満足度について（毎日の生活に対する総合的な満足度） 

全体では「満足」「やや満足」の合計が 48.71％とほぼ半数を占め、「やや不満」「不満」を上回った（図
表 2-4-15）。 
属性別では、未婚者や子どもを持たないとしている層で満足度が有意に低い。加えて、定住意向につい

ても有意差があり、定住したい人は転出したい人よりも満足度が高い。 
人口規模別では、札幌市民の満足度が有意に高い。人口規模が小さい地域ほど生活環境の満足度が低下

する傾向がみられる。 

【図表 2-4-15 生活環境の満足度】 
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下表は、上記の総合的な満足度を含めた計 21項目に対する満足度をスコア化したものである。「満足」
を 5点、「やや満足」を 4点、「どちらともいえない」を 3点、「やや不満」を 2点、「不満」を 1点とし
て、各属性において平均点を算出した。したがって、平均点が 3点よりも高ければ満足度が高く、低けれ
ば満足度が低い項目であるととらえることができる。 
全体の傾向をみると、「食料品などの日々の買い物」が最も満足度の高い項目で、「病院などの医療環

境」「まちの景観や自然環境など」と続く。一方で、「収入や家庭」が最も満足度の低い項目で、「大学や
専門学校などの高等教育機関」「バスや鉄道などの公共交通機関」と続く。特に「収入や家庭」は 30代で
満足度が有意に低く、「不満」の回答がこの年代の 30.09％を占めている。 
定住意向別では、現在住んでいる市町村に住み続けたいと考えている層では、「食料品などの日々の買

い物」「病院などの医療環境」「趣味や娯楽」の満足度が有意に高い。 

【図表 2-4-16 設問別の満足度スコア】 
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2-4-4-2 北海道の人口減少について 

北海道の人口が減少することに危機感を感じていますか。 

全体では「非常に危機感を感じている」「危機感を感じている」の合計が 73.34％で、「あまり危機感を
感じていない」「全く危機感を感じていない」を大きく上回っている（図表 2-4-17）。 
性別では男性で危機感が有意に高く、女性で有意に低い。また、生活環境の満足度が低い層でも危機感

を感じている割合が有意に高くなっている。 

【図表 2-4-17 北海道の人口減少への危機感】 
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現在住んでいる市町村の人口が減少することに危機感を感じていますか。 

全体では「非常に危機感を感じている」「危機感を感じている」の合計が 66.15％で、「あまり危機感を
感じていない」「全く危機感を感じていない」を大きく上回っている（図表 2-4-18）。 
圏域別では、道央圏域で危機感が有意に低く、道北圏域では有意に高い。人口規模別では、旭川市や函

館市など地方中核市が該当する「10万～」で危機感が有意に高い。 

【図表 2-4-18 自分の住む市町村の人口減少への危機感】 

  

27.02

16.52

18.52

21.10

21.39

22.82

18.35

23.81

22.87

16.84

17.46

15.15

18.33

15.57

23.77

25.00

15.26

26.79

37.35

16.13

33.33

32.14

13.22

25.73

25.00

31.11

18.75

18.40

19.53

27.63

46.15

21.51

22.00

24.42

17.16

21.22

43.86

45.43

22.22

47.71

42.20

42.28

56.88

57.14

47.09

40.00

34.92

50.00

42.50

50.82

42.64

45.37

45.53

46.43

39.76

45.16

42.22

53.57

47.58

48.54

40.56

35.56

43.75

48.00

43.26

47.37

19.23

46.88

42.00

43.32

49.51

44.93

24.21

29.50

46.30

28.44

24.28

30.20

20.18

16.67

23.32

35.79

41.27

25.76

30.00

25.41

28.30

22.22

30.79

23.21

16.87

35.48

17.78

10.71

34.36

19.88

23.33

26.67

21.88

28.80

30.23

18.42

30.77

26.24

24.00

25.35

29.41

26.99

11.11

7.51

6.35

5.56

8.89

12.50

5.26

7.00

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 n = 285

女性 n = 339

18～29 歳 n = 54

30～39 歳 n = 109

40～49 歳 n = 173

50～59 歳 n = 149

60～69 歳 n = 109

70 歳以上 n = 42

既婚 n = 446

未婚 n = 190

結婚願望あり n = 63

結婚願望なし n = 66

持たない n = 120

1人 n = 122

2人 n = 265

3人以上 n = 108

道央 n = 380

道南 n = 56

道北 n = 83

オホーツク n = 31

十勝 n = 45

釧路・根室 n = 28

札幌市 n = 227

10万～ n = 171

1～10万 n = 180

～1万 n = 45

満足 n = 64

やや満足 n = 250

普通 n = 215

やや不満 n = 76

不満 n = 26

定住したい n = 465

転出したい n = 100

思うことがある n = 217

思わない n = 204

全体 n = 641

性
別

年
代
別

婚
姻

（
未
婚
）

予
定
子
ど
も
数

圏
域
別

人
口
規
模
別

総
合
満
足
度

定
住

Uタ
ー
ン

非常に危機感を感じている 危機感を感じている あまり危機感を感じていない
全く危機感を感じていない わからない



90 
 

どのようなことで人口減少による影響を感じていますか。 

全体では「若者が減少し地域に活気がなくなった」が 55.63％で最も多く、「公共交通機関の減便・廃
止等により交通の便が悪くなった」が 48.12％で続く（図表 2-4-19）。 
「若者が減少し活気がなくなった」の回答率は、圏域別では道南圏域と道北圏域で有意に高く、道央圏

域で有意に低い。また、人口規模別では小規模な地域ほどこの回答率が高く、特に人口 1 万人未満の市
町村では有意に高い。 
「食料品や日用品などの買い物が不便になった」「娯楽や趣味などの施設がなくなった」は札幌市では

1割程度の回答率にとどまるものの、その他の地域における回答率は相対的に高い。 

【図表 2-4-19 人口減少の影響を感じること】 
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今後、人口減少が進んだ場合、特にどのようなことに不安を感じますか。 

全体では「医療保険や年金など社会保障の維持が困難になる」が 64.46％で最も多く、「公共交通機関
の減便・廃止等により交通の便が悪くなる」が 52.76％で続く（図表 2-4-20）。「医療、福祉サービスが行
き届かなくなる」「公共料金が高くなる」も約半数から回答を得た。 

Uターン意向（かつて住んでいた市町村に戻りたいと思うことがあるか）では、「思わない」層で「医
療保険や年金など社会保障の維持が困難になる」「公共交通機関の減便・廃止等により交通の便が悪くな
る」「学校の廃校や小規模校化等により教育環境が悪くなる」「担い手不足や後継者の不足により地域産
業の維持が困難になる」の回答率が有意に高く、人口減少による生活環境の悪化をより深刻に捉えてい
ることがわかる。 

【図表 2-4-20 人口減少が進むことによる不安】 
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人口が減少しても心豊かに暮らし続けられる北海道を実現するため、今後、特にどのような取組が重要だと思
いますか。 

全体では「子育て環境の整備や子育て世帯への支援」が 59.76％で最も多く、「地域で働く人材の確保
や育成、安定した雇用の確保」がほぼ同率の 59.15％で続く（図表 2-4-21）。 
年代別では、「子育て環境の整備や子育て世帯への支援」「必要な教育を受けられる環境の整備」は若年

層で回答率が高い傾向がみられ、「公共交通機関の維持確保」「地域の医師確保など必要な医療や福祉が
受けられる環境の整備」は高齢層で回答率が高い傾向がみられる。また、前者 2 つは都市部での回答率
が高く、後者 2つは地方部での回答率が高い傾向がみられる。 
「北海道への移住や定住、U・Iターン就職の促進」は 30代で回答率が有意に高い。30代は最初の就
職から一定の年数が経ち、都心から郊外への移住が進む年代でもあり、この世代にとって地方への移住・
定住が一定の選択肢として認識されていることを示唆するものである。 

【図表 2-4-21 人口減少後の北海道で必要な取組】 

  



93 
 

札幌市に人口が集中する理由は特にどのようなことだと思いますか。 

全体では「仕事の選択肢が多い」が 86.28％で最も多く、「公共交通機関が整っている」が 62.50％で続
く（図表 2-4-22）。この 2項目は全年代を通じて回答率が高いが、それ以外の項目については年代による
回答傾向の差が大きく、若年層では「買い物が便利である」「娯楽環境が充実している」の回答率が高い
一方、高齢層ではそれらの回答率が低く、代わりに「医療や介護等福祉が充実している」の回答率が高い。 
また、「娯楽環境が充実している」は現在する市町村から転出を考えている層や、人口 10 万人以上の
都市でも回答率が高い。 

【図表 2-4-22 札幌市に人口が集中する理由】 

  


